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時
空
の
漂
泊 

（
二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
七
日
 
第
十
四
号
） 

吉
田

よ
し
だ

嘉 よ
し

太
郎

た
ろ
う 

ウ
ィ
ー
ン
の
年
末
年
始 

 
昨
年
九
月
、
ウ
ィ
ー
ン
に
出
か
け
た
時

の
こ
と
を
「
時
空
の
漂
泊
」（
第
三
号
）
で

「
会
議
は
踊
る
ウ
ィ
ー
ン
」
と
題
し
て
書

い
た
。 

そ
の
時
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
の
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
（
一
七
四
一

―

九
〇
）
が
、
娼
館
を
出
て
き
た
後
、
居
酒
屋

（
バ
イ
ス
ル
）
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
不

潔
だ
か
ら
と
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
を
聞

い
た
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
居
酒
屋
は
今
で
も

残
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
聞
い

て
、
そ
の
居
酒
屋
の
あ
る
古
い
ウ
ィ
ー
ン
の
雰

囲
気
を
残
し
た
シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ
小
路
に

出
掛
け
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。 

そ
の
後 あ

と

、
も
う
半
年
あ
ま
り
経
っ
た
が
、

年
末
年
始
の
休
み
を
利
用
し
、家
族
五
人
で

冬
の
ウ
ィ
ー
ン
に
出
掛
け
た
。現
在
の
ウ
ィ

ー
ン
の
年
末
年
始
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
の

が
目
的
だ
が
、
同
時
に
、
今
度
こ
そ
は
バ
イ

ス
ル
（
居
酒
屋
）
に
入
っ
て
、
ど
ん
な
雰
囲

気
な
の
か
を
じ
か
に
味
わ
い
た
い
と
い
う

秘
め
た
る
目
的
も
あ
っ
た
。 

 
今
回
は
、
後
日
談
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の

年
末
年
始
の
様
子
と
共
に
、
バ
イ
ス
ル
（
居

酒
屋
）
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
。 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺
院
の
年
末
ミ
サ
に
参

加
し
、
恒
例
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
（
学

友
協
会
の
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
は
満
席
で
、予

約
出
来
た
の
は
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ハ
ウ
ス
の

ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
だ
っ
た
）
を
聴
く
。 

こ
の
年
の
新
酒
ワ
イ
ン
を
年
の
暮
れ
に
ホ
イ

リ
ゲ―

―

も
と
も
と
は
新
酒
ワ
イ
ン
の
こ

と
だ
が
、
転
じ
て
ウ
ィ
ー
ン
北
部
グ
リ
ン

チ
ン
グ
に
あ
る
ホ
イ
リ
ゲ
な
ど
を
飲
ま
せ

る
居
酒
屋
そ
の
も
の
を
ホ
イ
リ
ゲ
と
言
う

よ
に
も
な
っ
た―

―

で
堪
能
す
る
。
一
七

〇
〇
年
代
か
ら
続
く
歴
史
を
持
つ
、
く
だ

ん
の
バ
イ
ス
ル
（
居
酒
屋
）
も
訪
ね
る
。 

さ
ら
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
最
後
の
皇
帝
フ

ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
妃
、
エ
リ
ザ
ベ

ー
ト
（
愛
称
シ
シ
ィ
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
も
鑑
賞
す
る
。 

短
期
間
だ
っ
た
が
、
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
の

年
始
年
末
の
雰
囲
気
と
歴
史
と
を
垣
間
見

る
こ
と
の
出
来
た
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

の
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺
院
の
ミ
サ
の
中
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ

ス
ミ
サ
が
最
も
楽
し
い
と
思
う
。い
わ
ゆ
る
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音
楽
ミ
サ
で
、
管
弦
楽
団
、
合
唱
団
（
聖
歌

隊
）そ
し
て
一
人
の
牧
師
と
の
掛
け
合
い
に

よ
る
ミ
サ
で
あ
る
。
あ
る
時
は
同
時
に
、
あ

る
時
は
順
番
に
演
奏（
牧
師
は
実
に
朗
々
と

説
教
）
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
非
常
に
優

雅
で
あ
り
、
荘
厳
で
あ
り
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
っ
た
。 

 
元
旦
恒
例
の
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
切
符
は
手
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、市
中
の
数

カ
所
に
大
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。 

私
た
ち
は
、
市
庁
舎
前
に
設
置
さ
れ
た
大

ス
ク
リ
ー
ン
の
前
に
陣
取
り
、
長
時
間
、
立

っ
た
ま
ま
で
、し
か
も
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら

だ
っ
た
が
、
そ
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。 

そ
れ
か
ら
子
供
達
は
、
年
始
恒
例
の
「
コ

ー
モ
リ
」を
鑑
賞
し
に
国
立
オ
ペ
ラ
座
に
行

っ
た
が
、
や
は
り
立
ち
見
席
し
か
な
く
、
手

す
り
に
ハ
ン
ケ
チ
を
巻
い
て
自
分
達
の
予

約
場
所
を
確
保
す
る
と
い
う
昔
か
ら
の
方

法
で
鑑
賞
し
た
と
い
う
。す
っ
か
り
疲
れ
た

よ
う
だ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う
。 

シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ
の
「
バ
イ
ス
ル
」 

 
我
々
夫
婦
は
、
そ
の
間
に
、
さ
っ
そ
く
例

の
バ
イ
ス
ル
（
居
酒
屋
）
に
出
か
け
た
。
現

在
、ヴ
ィ
ト
ヴ
ェ 

ボ
ル
テ（W

itw
e B
olte

）

と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
、そ
の
居
酒
屋

は
、
ウ
ィ
ー
ン
東
南
、
リ
ン
ク
（
城
壁
）
外

の
フ
ォ
ル
ク
ス
劇
場
の
脇
か
ら
上
っ
た
小

高
い
丘
に
あ
る
。 

こ
の
一
帯
は
、
シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ
小

径
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
小
径
に
挟
ま
れ
た

一
角
に
あ
り
、
シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ

（Spittelberg

）
と
言
わ
れ
る
。 

 

居
酒
屋
の
入
口
は
こ
の
両
小
径
に
あ
る
。

ガ
ッ
セ
（G

asse

）
と
言
わ
れ
る
小
径
は
、

車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
程
の
幅
で
あ
る
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
小
径
側
の
居
酒
屋
の
入

口
は
、
直
接
ガ
ッ
セ
に
面
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
入
っ
て
、中
の
い
く
つ
か
の
部
屋
を
過

ぎ
る
と
反
対
側
、シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ
小

径
側
の
入
口
に
達
す
る
。途
中
に
地
下
室
も

あ
る
、
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
店
で
あ
る
。
シ
ュ

ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル
グ
小
径
側
の
入
口
は
、ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
る
、こ
ん
も

り
と
し
た
木
々
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
る
。 

居酒屋で頂いた”ヴィトヴェボルテのトピ
ックス”で、メニューの中にあったもの。
ヨーゼフⅡ世のエピソードが書かれてい
る。 
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こ
の
居
酒
屋
（
今
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
言
っ

て
い
る
）
の
起
源
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

一
七
七
八
年
頃
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
（
一
七
六

〇
〜
九
〇
）皇
帝
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
服
で
良
く
こ
の
居
酒
屋
を
訪
れ
て
い
た

と
い
う
一
枚
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。 

 

注
文
を
取
り
に
来
た
店
の
者
に
、
そ
の
起

源
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、約
百
年
前
と
い
う
返

事
だ
っ
た
が
、
多
分
、
そ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
歴
史
で
あ
っ
て
、
居
酒
屋
の
歴
史
は
、
先

に
示
し
た
古
い
出
来
事
か
ら
判
断
し
て
、は

る
か
に
古
い
に
違
い
な
い
。 

帰
国
し
て
か
ら
、
こ
の
居
酒
屋
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
起

源
が
詳
し
く
載
っ
て
い
た
。そ
れ
に
は
概
略
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

こ
の
居
酒
屋
が
位
置
す
る
シ
ュ
ピ
ッ
テ

ル
ベ
ル
グ
は
、ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
小
高
い
牧

場
だ
っ
た
。こ
こ
に
一
五
二
五
年
に
養
老
院

を
建
築
す
る
計
画
が
始
ま
り
、一
五
六
八
年

に
は
七
戸
の
家
が
建
て
ら
れ
た
の
が
村
の

始
ま
り
で
、そ
の
一
部
が
今
で
も
最
も
古
い

家
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
。 

そ
の
後
、こ
の
周
辺
の
土
地
は
農
場
や
ワ

イ
ン
畑
と
し
て
整
備
さ
れ
、多
く
の
農
夫
が

移
り
住
み
、
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

し
か
し
、こ
の
シ
ュ
ッ
ピ
テ
ル
ベ
ル
グ
は
、

ウ
ィ
ー
ン
防
衛
上
の
要
所
に
あ
た
っ
た
た

め
、
陸
軍
の
戦
略
的
拠
点
と
な
り
、
そ
の
結

果
、長
年
に
わ
た
る
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
軍
と

の
戦
闘
で
、
こ
の
一
帯
は
破
壊
さ
れ
、
焼
き

尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
と
の
戦
争
が
終
結
し

た
後
、こ
の
地
に
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
技
能

職
人
、商
人
な
ど
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

このシュピッテルベルグ辺りは、クリスマス市で有名である。前
回、クリスマス時期に出かけた折りには、有名なクリスマス市
（３箇所）のはしごをした。 

このような簡素な部屋がいくつかある居酒屋（レストランといっ
ている）。壁にはいろいろな古い歴史を忍ばせるグッズが掛けて
あった。 
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そ
し
て
、そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
相
手
に
す
る

ワ
イ
ン
酒
場
も
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
、酒

場
の
踊
り
子
や
ら
サ
ー
ビ
ス
嬢
な
ど
も
大

勢
い
て
、歓
楽
地
と
し
て
賑
わ
う
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。 

そ
し
て
一
七
七
八
年
頃
に
は
、
そ
の
一
つ

の
居
酒
屋
、
ヴ
ィ
ト
ヴ
ェ 
ボ
ル
テ
に
ヨ
ー

ゼ
フ
二
世
が
市
民
に
変
装
し
て
出
入
し
て

お
り
、
時
に
は
、
居
酒
屋
か
ら
外
に
乱
暴
に

蹴
出
さ
れ
た
こ
と
あ
っ
た
と
い
う
。 

当
時
の
女
帝
で
、
非
常
に
厳
格
で
貞
節
な

母
で
あ
っ
た
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
（
一
七
四

一
年
〜
八
〇
年
）
は
、
シ
ュ
ピ
ッ
テ
ル
ベ
ル

グ
の
風
紀
の
改
善
、売
春
の
禁
止
な
ど
の
対

策
を
施
し
た
が
、遊
び
好
き
の
息
子
皇
帝
に

は
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
。 

                                     
1 

一
八
六
七
〜
一
九
一
八
年
の
時
期
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
を
さ
す
。
一
八
六
六
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
戦
争

に
敗
れ
た
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
は
、
領
内
の
民
族

運
動
の
激
化
収
拾
の
た
め
、
一
八
六
七
年
ハ
ン
ガ
リ
ー

―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

こ
ん
な
話
が
残
っ
て
い
る
く
ら
い
、
こ
の

辺
り
は
、昔
か
ら
楽
し
い
自
由
な
地
域
と
し

て
、多
く
の
市
民
や
旅
行
者
な
ど
で
賑
わ
っ

て
き
た
ら
し
い
。 

ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲 

 
歴
史
的
に
み
る
と
、こ
の
町
が
賑
わ
っ
て

い
た
時
代
は
、内
外
に
争
乱
が
絶
え
な
い
不

穏
な
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
一
八
四

二
年
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
最
後
の
皇
帝
、

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
（
一
八
三
〇―

一
九
一
六
年
）
が
即
位
し
た
。 

そ
の
時
代
の
国
内
外
の
争
乱
の
危
機
を

救
っ
た
の
は―

―
―

歴
史
的
に
見
れ
ば
、一

時
的
な
も
の
だ
っ
た
が―

―
―

ラ
デ
ツ
キ

ー
将
軍
だ
っ
た
。有
名
な
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進

王
国
の
建
設
を
許
し
、
そ
の
地
位
を
対
等
の
も
の
と

し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
を
兼
ね

る
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
王
国
が

成
立
し
た
。
し
か
し
、
民
族
運
動
は
衰
え
ず
、
一
九
一

曲
は
、こ
の
争
乱
平
定
で
武
勲
を
あ
げ
た
将

軍
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。将
軍
の
活
躍

で
、
や
や
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
こ
ろ
、

皇
帝
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
は
バ
イ

エ
ル
ン
王
族
の
娘
、美
し
い
や
ん
ち
ゃ
な
エ

リ
ザ
ベ
ー
ト（
愛
称
シ
シ
ィ
）と
結
婚
し
た
。 

一
八
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
皇
后

シ
シ
ィ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
中
で
も

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
好
き
で
、
一
八
六
六
年
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
が
自
治
権
を
確
立
す
る
の
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。そ
れ
が
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国1

の

成
立
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
」 

 
こ
の
シ
シ
ィ
に
ま
つ
わ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
」
は
、
ア
ン
・
デ
ア
・

四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
皇
太
子
が
サ
ラ
イ

エ
ボ
で
民
族
主
義
者
に
暗
殺
さ
れ
た
事
件
を
き
っ
か
け

に
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
一
八

年
、
敗
戦
と
と
も
に
帝
国
は
崩
壊
し
た
。 
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ウ
ィ
ー
ン
劇
場
（T

heater an der W
ine

）

で
上
演
中
だ
っ
た
の
で
、家
族
一
同
で
観
劇

し
た
。
仕
掛
も
大
掛
か
り
で
、
楽
し
い
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
だ
っ
た
。 

ド
イ
ツ
語
な
の
で
、
初
め
は
小
冊
子
を
見

な
が
ら
話
の
筋
を
追
い
掛
け
た
の
だ
が
、ま

っ
た
く
楽
し
い
気
分
に
な
れ
な
い
。そ
れ
で
、

だ
い
た
い
話
の
筋
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
舞
台
を
眺
め
る
こ
と
に
し
た
。す

る
と
、
自
然
に
舞
台
に
引
き
込
ま
れ
、
十
分

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

話
は
、
シ
シ
ィ
に
ま
と
わ
る
死
神
と
皇
帝

と
の
鍔
迫

つ
ば
ぜ

り
合
い
に
、愛
す
る
息
子
の
ル
ド

ル
フ
皇
太
子
そ
し
て
義
母
ソ
フ
ィ
ア
と
の

軋
轢

あ
つ
れ
き

が
絡
み
合
う
。そ
の
間
に
死
神
が
シ
シ

ィ
を
捉 と

ら

え
、つ
い
に
は
黄
泉

よ

み

の
世
界
に
誘
う

と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。死
神
の
取
り
付
か

れ
た
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
が
先
に
自
殺
し
、シ

シ
ィ
も
暴
漢
に
銃
殺
さ
れ
て
死
神
と
共
に

死
後
の
世
界
に
旅
立
つ
と
い
う
筋
書
き
は
、

基
本
的
に
は
史
実
に
沿
っ
た
も
の
だ
が
、改

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
み
る
と
、十
分

に
堪
能
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。 

「
サ
ラ
エ
ボ
の
悲
劇
」 

 
息
子
、皇
太
子
ル
ド
ル
フ
が
一
八
九
八
年

に
死
去
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ

皇
帝
の
甥 お

い

で
軍
人
と
し
て
の
教
育
を
受
け

て
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
皇
位

継
承
者
に
な
っ
た
。
三
五
歳
の
時
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
、
一
九
一
四
年
六
月
、
軍
事

演
習
を
視
察
中
、
サ
ラ
エ
ボ
（
現
在
の
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
首
都
）
で
セ
ル
ビ
ア
の
民

族
主
義
者
に
狙
撃

そ
げ
き

さ
れ
、妻
と
と
も
に
死
亡

し
た
。
享
年
五
一
歳
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
事
件
が
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
年
七

月
〜
一
九
一
八
年
十
一
月
）
の
直
接
の
契
機
に
な

っ
た
。 

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
は
、
息
子
、

妻
、
そ
し
て
甥
と
相
次
ぐ
死
亡
で
、
失
意
の

う
ち
に
第
一
次
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
に

死
去
し
た
。
八
六
歳
だ
っ
た
。
そ
し
て
第
一

次
大
戦
後
、約
六
世
紀
半
続
い
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
消
滅
し
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
帝
国
以
来
、そ
の
実
権
を
握
り
続
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け
て
生
き
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
も
表
舞
台

か
ら
退
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
事
件
の
起
こ
っ
た
サ
ラ
エ
ボ

は
美
し
い
街
だ
と
い
う
。一
九
八
四
年
に
冬

期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。と
こ
ろ
が
一
九
九
一
年
の
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
の
解
体
に
伴
い
、民
族
紛

争
の
中
心
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。ま
だ
記

憶
に
も
新
し
い
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
問
題
」
で
あ
る
。 

一
九
九
五
年
に
取
り
あ
え
ず
集
結
を
み

た
が
、
そ
の
間
に
、
宗
教
と
民
族
問
題
が
複

雑
に
絡
み
合
い
、「
民
族
浄
化
」
な
ど
の
御

旗
の
下
に
数
十
万
人
が
殺
害
さ
れ
、何
百
万

人
も
が
難
民
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 
形
は
違
う
に
し
ろ
「
サ
ラ
エ
ボ
の
悲
劇
」

が
振
り
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
っ

た
。
同
時
に
、
因
縁
と
か
怨
念
と
し
か
表
現

で
き
な
い
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。 

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
」 

サ
ラ
イ
エ
ボ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、残
念

な
が
ら
知
ら
な
い
が
、
第
一
次
大
戦
後
、
す

っ
か
り
荒
れ
果
て
、過
去
の
賑
わ
い
が
忘
れ

去
ら
れ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
ピ
ッ
テ

ル
ベ
ル
グ
一
帯
は
、昔
の
面
影
を
取
り
戻
し

て
い
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、昔
を
知
っ
て
い
る

住
民
達
が
戻
り
始
め
、
そ
し
て
、
い
か
が
わ

し
い
雰
囲
気
の
な
い
綺
麗
で
安
全
な
街
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
お
陰
で
、
こ
の
街

の
居
酒
屋
に
、叩
き
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

今
回
の
度
で
も
、
二
度
も
通
っ
た
。 

ウ
ィ
ー
ン
は
、か
つ
て
は
欧
州
で
君
臨
し

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
首
都
で
あ
り
、列

強
の
権
力
闘
争
の
調
整
の
場
と
も
な
り
、そ

れ
で
「
会
議
は
踊
る
」
と
言
わ
れ
た
舞
台
に

も
な
っ
た
欧
州
の
な
か
で
も
自
由
で
華
や

か
な
都
市
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
後
、
多
く
の
東

欧
・
中
欧
諸
国
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
組
み
込

ま
れ
た
た
め
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
と
共
に
魅
惑
の
中
欧

三
都
市
と
言
わ
れ
た
も
の
の
、東
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
接
点
と
い
う
、や
や
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

西
側
に
あ
っ
て
、東
側
の
情
報
を
入
手
す

る
拠
点
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ

た
。ま
さ
に
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
諜
報
員
が
接

触
す
る
よ
う
な
都
市
だ
っ
た
。東
西
の
諜
報

員
の
暗
躍
の
模
様
を
描
い
た
映
画「
第
三
の

男
」
（
一
九
四
九
年
）
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。 
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し
か
し
、
そ
れ
か
ら
時
代
は
さ
ら
に
目

ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
っ
た
。「
ベ
ル
リ
ン

の
壁
の
崩
壊
」
（
一
九
八
九
年
十
一
月
）
の

後
、
ウ
ィ
ー
ン
は
再
び
、
そ
の
地
理
的
条

件
、
歴
史
的
背
景
を
基
に
、
輝
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
。
前
回
も
触
れ
た
こ
と
だ

が
、
現
在
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
国
連
ウ
ィ
ー
ン

本
部
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
国
連
工
業
開
発
機

構
）
、
そ
れ
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
国
連
機
関
の
ほ

か
、
軍
事
物
資
・
軍
事
技
術
の
移
転
な
ど
に
関

す
る
ワ
ッ
セ
ナ
ー
条
約
の
本
部
も
あ
る
。
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
（
石
油
産
出
国
機
構
）
の
本
部
も
あ
る
。 

欧
州
の
古
い
町
並
み
と
新
し
い
ビ
ル
群

と
が
共
存
す
る
、新
生
欧
州
経
済
圏
の
重
要

な
都
市
の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。 

 
そ
ん
な
ウ
ィ
ー
ン
に
、私
は
こ
と
の
ほ
か

愛
着
を
感
じ
て
い
る
。ウ
ィ
ー
ン
は
何
度
訪

れ
て
も
飽
き
な
い
町
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、や

は
り
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
に
し
て
計
画
を
立

て
た
い
。
さ
ら
に
欲
を
言
え
ば
、
ド
ナ
ウ
川

の
流
れ
も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

昨
年
、
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
ね
た
際
に
、
ド
ナ

ウ
の
雄
大
な
流
れ
を
眺
め
て
、
感
激
し
た
。

実
を
言
う
と
、ち
ょ
っ
と
会
議
を
抜
け
出
し

て
眺
め
た
も
の
で
、そ
の
感
激
に
ゆ
っ
く
り

と
浸
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

次
に
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ

ば
、今
度
は
、何
と
し
て
も
時
間
を
作
っ
て
、

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ブ
タ
ペ
ス
ト
ま
で
、ゆ
っ
く

り
と
ド
ナ
ウ
川
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。 

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
） 


